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【背景】 電磁波遮蔽材は外乱電磁波による電子機器の誤動作を防ぐために必要とされている。特

に強い磁界を活用する MRI 室シールドルームに使用する電磁波遮蔽材は電磁波遮蔽度が 100 dB

という高い遮蔽能が要求されている。しかし、他方で作業するユーザの作業環境を改善するため

に、高透明度を有しながら電磁波を漏洩しない窓材が求められている。通常の電磁波遮蔽材は導

電性を有する金属材料を用いるが可視光透明性を持たないため、窓材には金属シールドメッシュ

材が用いられてきた。MRI 室での求められる高い電磁波遮蔽性能を実現するためには、電磁遮蔽

メッシュ素材は複層で用いられる。この素材は実地で使用されているにも関わらず、その際の遮

蔽性能、透過率の体系的な調査が未だなされていない。そのため、本研究ではメッシュピッチの

異なる電磁波シールド材を二重にした際のメッシュ材の重ね方による電磁波遮蔽性能の変化と可

視光透明性の関係を調査した。 

【実験方法】 電磁遮蔽サンプルとして開口率が 68, 90, 132 

mesh / inchの導電性メッシュ材を用いた。電磁波遮蔽性能の評

価はネットワークアナライザにより KEC 法を用いて 100kHz

～1GHzの範囲で、可視光透明性の評価には分光光度計により

380 nm～ 760 nmの領域で透過率測定を実施した。透過率測定

は UV-3600(島津製作所製)を用いた。電磁波遮蔽性能は 10MHz

以上で周波数に依存せず一定の値を示し、透過光強度はスペ

クトルに対して 1%程度の変動幅で周期的に変化した。 

【実験結果】 Figure1に電磁波遮蔽性能と可視光透明性の関係

を記した。電磁波遮蔽性能と可視光透過率は負の相関がある

ことを、初めて定量性を示すことができた。当日は、遮蔽性

能と透過光強度の角度依存性も含め、電磁波遮蔽メッシュ素

材の特性に関して議論する。 
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Figure1 Electromagnetic shield 

performance at 100 MHz and optical 

transparency at 630 nm of dual layer 

shield material. 
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